
官

庁

報

告
公

告

令和年月日 火曜日 第号官 報

吾
妻

幹
廣

廣
田

保
祐

山
形

尚
之

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

小
松

一
孝

（
宮
城
県
警
部
）

紺
野

広
行

立
花

茂

西
園

勝
己

野
地

一
郎

平
田

公
明

村
田

一
仁

森
西

敏
文

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

山
本

金
次

正
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
七
月
三
十
一
日
）

熊
野

廣
行

社
本

宮
明

蓑
田

雄
吉

八
島

光
雄

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）小

林

市
郎

本
多

正

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

岩
田

稔

小
野

勲

小
屋

重
紀

佐
澤

正
剛

塩
田

忠

田
部
井
勝
一

長
田

浩
樹

東
田

茂

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

阪
本

幸
男

佐
藤

尚
義

舩
山

景
正

（
山
梨
県
巡
査
部
長
）

矢
崎

文
章

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

佐
藤

寿
彦

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
八
月
一
日
）

（
宮
崎
大
学
名
誉
教
授
）

名
和

行
文

正
四
位
に
叙
す
る

（
三
重
大
学
名
誉
教
授
）

作
野

史
朗

従
四
位
に
叙
す
る

二
宮

仁
太

松
井

公
一

宮
本

勝
利

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

中
島

宏

仲
底

長
幸

日
高

上

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

佐
藤

年
郎

篠
原

敏
夫

杉
谷

登

田
川

学

谷
木

靜
雄

常

隆
之

中
矢

力

古
屋

龍
悦

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）難

波

清
武

吉
村

友
孝

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）飯

干

修
治

中
西

哲
史

原
田

誠
一

安
塚

和

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
二
日
）中

村

文
俊

正
七
位
に
叙
す
る
（
八
月
四
日
）

小
金
井
一
男

正
七
位
に
叙
す
る
（
八
月
五
日
）

島

光
雄

正
七
位
に
叙
す
る
（
八
月
六
日
）

（
北
海
道
議
会
議
員
）

清
水

拓
也

宮
部

幸
広

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
八
月
十
日
）

〇
叙
勲

柏
谷

美
春

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
七
月
三
十
日
）

常

隆
之

中
矢

力

旭
日
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

安
藤
已
喜
夫

熊
野

庄
悟

篠
塚

勲
緒

高
岡

享

中
村

稔

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
二
日
）

（
北
海
道
議
会
議
員
）

清
水

拓
也

旭
日
小
綬
章
を
授
け
る
（
八
月
十
日
）

土
手

義
孝

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

新
屋
敷
信
八
郎

石
徹
白
直
久

尾
形

孝

田
中

哲
浩

原

博
康

増
田

辰
男

三
上

孝
子

山
田

照
雄

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

今
村

勝
治

大
沢

勝
司

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
七
月
三
十
日
）

（
検
察
事
務
官
）

吉
田
由
喜
雄

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

安
樂

和
久

扇
谷

志
朗

平
田

公
明

廣
田

保
祐

村
田

一
仁

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

一
倉

時
次

（
宮
城
県
警
部
）

紺
野

広
行

西
園

勝
己

細
野

健
次

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
七
月
三
十
一
日
）

熊
野

廣
行

小
屋

重
紀

阪
本

幸
男

田
部
井
勝
一

長
田

浩
樹

本
多

正

蓑
田

雄
吉

八
島

光
雄

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

岡
田

洋
海

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
八
月
一
日
）

（
宮
崎
大
学
名
誉
教
授
）

名
和

行
文

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

難
波

清
武

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る

飯
干

修
治

佐
藤

年
郎

中
西

哲
史

安
塚

和

吉
村

友
孝

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
二
日
）

小
金
井
一
男

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
八
月
五
日
）

島

光
雄

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
八
月
六
日
）

宮
部

幸
広

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
八
月
十
日
）

官

庁

事

項

近
畿
地
方
整
備
局
公
示

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る

区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
九
月
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
九
月
八
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

小
林
賢
太
郎

道

路

の

種

類

一
般
国
道

路

線

名

四
十
二
号

占
用
を
制
限
す
る
区
域

区

域

備

考

有
田
市

堂
字
中
筋
四
六
八
番
一
か
ら
同
市

堂
字
中
筋
四
七
四
番
ま
で

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を

認
め
ら
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の

敷
地
外
に
直
ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

占
用
を
制
限
す
る
理
由

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

図

面

縦

覧

場

所

近
畿
地
方
整
備
局
及
び
同
局
和
歌
山
河
川
国
道
事
務
所

諸

事

項

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

山
口
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
１
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和
34年

法
律
第
137号

）
第
12条

の
規
定
に
基
づ
き
、
山
口
県
最
低
賃
金
（
昭
和
55年
山
口
労

働
基
準
局
最
低
賃
金
公
示
第
１
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
14条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
８
年
９
月
８
日
山
口
労
働
局
長
鈴
木
輝
美

第
４
号
中
「
１
時
間
1043円

」
を
「
１
時
間
1101円

」
に
改
め
る
。
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